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概要 

関連情報 

 この定量方法は，複数遺伝子のヒトとマウスの検体間で，同じスケールを使って mRNA の定量に
適応できる。 
  
 発展させた定量方法は，ヒトとマウスで，複数遺伝子の遺伝子発現を，同じスケールで定量でき
る。この異種間の遺伝子発現レベルの比較は，ヒトの疾患マウスモデルや培養細胞モデルでの定
量比較に応用できる。 

図 2. ヒト遺伝子の解析のためのヒト-マウス複合型
標準 DNA の検証 

図 3. マウス遺伝子の解析のためのヒト-マウス
複合型標準 DNA の検証 

図 1. ヒト-マウス複合型標準 DNA の模式図 

 最近，我々は，キチナーゼと対照遺伝子の発現レベルを同じスケールで定量と比較するため，一
つの標準 DNA を用いた定量 PCR システムを確立した。我々は，ヒトとマウス組織間の mRNA レ
ベルを比較するため，すでに確立した定量法を，ヒト-マウス複合型標準 DNA を用いて定量 PCR 
システムへと発展させた（図 1）。今回開発した我々の real-time PCR 法は，広いダイナミックレン
ジ，高感度で，ヒトとマウスの mRNA の定量が可能であった（図 2 と図 3）。 
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